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Information

�□
日　

時　

九
月
十
一
日（
日
）

　

午
後
一
時
半
〜
午
後
三
時

□
場　

所　

勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
エ
ス

ペ
ラ
ン
ス
丸
山
）

□
対
象
者　

七
十
歳
以
上
の
高
齢
者
（
昭

和
十
六
年
十
二
月
三
十
一
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
）

□
内　

容　

式
典
後
は
、
和
太
鼓
サ
ー
ク

ル
�
歩
童
�
と
阿
久
比
中
学
校
吹
奏
楽

部
の
皆
さ
ん
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

を
開
催
し
ま
す
。

※　

敬
老
会
当
日
は
会
場
周
辺
の
道
路
の

混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
交
通
事

故
に
気
を
付
け
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

保
険
課
介
護
保
険
係

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
２
８
・
２

９
０
）

�
　

虐
待
な
ど
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
に

か
か
わ
る
悩
み
事
、
心
配
事
な
ど
相
談
に

電
話
で
応
じ
ま
す
。

　

相
談
内
容
の
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す

の
で
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

□
日　

時

　

九
月
五
日（
月
）〜
十
一
日（
日
）

　

〈
平
日
〉
午
前
八
時
半
〜
午
後
七
時

　

〈
土
曜
・
日
曜
日
〉
午
前
十
時
〜
午
後

五
時

□
相
談
担
当
者　

人
権
擁
護
委
員

�

�

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
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�
�

�
�
�
�
�
�
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�
�


�

□
相
談
専
用
電
話　

�
０
５
７
０（
０
０

３
）１
１
０

□
問
い
合
わ
せ
先　

名
古
屋
法
務
局
人
権

擁
護
部　

�
０
５
２（
９
５
２
）８
１
１

１
１
（
内
１
４
７
０
）

�
　

障
害
の
あ
る
方
で
就
職
し
て
い
る
方
の

家
族
を
対
象
と
し
た
懇
談
会
「
き
ん
ろ
う

か
ん
し
ゃ
父
母
の
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

□
日　

時　

九
月
十
七
日（
土
）　

午
前
十

時
〜
午
後
三
時

□
場　

所　

半
田
市
福
祉
文
化
会
館
（
雁

宿
ホ
ー
ル
）
第
三
会
議
室
（
半
田
市
雁

宿
町
１
‐　

‐
１
）

２２

□
参
加
費　

無
料

□
問
い
合
わ
せ
先　

知
多
地
域
障
が
い
者

就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー「
ワ
ー
ク
」

　

�
０
５
６
２（
３
４
）６
６
６
９

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
５
６
２（
３
４
）６
６
１
８

　

電
子
メ
ー
ル　

w
ork@

aikouen.jp

�
　

三
百
人
以
上
収
容
す
る
こ
と
が
で
き
る

特
定
用
途
防
火
対
象
物
の
防
火
管
理
者
は
、

資
格
取
得
後
五
年
以
内
ご
と
に
再
講
習
を

受
講
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

□
講
習
日
時　

十
月
十
九
日（
水
）　

午
後

一
時
半
〜
午
後
四
時

□
場　

所　

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消

防
本
部
（
半
田
消
防
署
三
階
講
堂
）

□
定　

員　

五
十
人
（
先
着
順
）
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□
申
込
期
間　

九
月
十
二
日（
月
）〜
十
六

日（
金
）　

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

□
受
講
料　

千
四
百
円

□
申
込
方
法　

所
定
の
申
込
書
に
記
入
の

う
え
、
写
真
一
枚（
縦
三
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
×
横
二
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）、

受
講
料
、
甲
種
防
火
管
理
講
習
（
新

規
）
修
了
証
の
写
し
を
添
え
て
消
防
本

部
予
防
課
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
郵
送
不
可
）

□
問
い
合
わ
せ
先　

知
多
中
部
広
域
事
務

組
合
消
防
本
部
予
防
課

　

�（
２
１
）
１
４
９
１

　

Ｈ
Ｐ　

http://w
w
w
.cac

‐ net.ne.jp/
̃chitachu/

�������	
��
��������
�������	
��
�������
◎基準の見直しについて
　　平成２４年度から「冷蔵倉庫（保管温度が１０度以下に保たれる倉庫）用家屋」の
固定資産評価基準が改められます。
　　これまで、非木造の「冷蔵倉庫」については「一般倉庫」と同じ基準により取
り扱われてきましたが、平成２４年度の固定資産税課税分より非木造の「冷蔵倉庫
用家屋」について、家屋の評価額が早く減少する計算方法が適用されることにな
りました。
　※　ただし、冷蔵倉庫用家屋と認定された場合でも、平成２４年度の経年減点補正

率が既に最終減価率（固定資産評価基準では２割）に到達しているものは、評
価額の変更はありません。

◎対象となる倉庫
　　次の要件すべてに該当する冷蔵倉庫が対象になります。
　・非木造の倉庫（鉄骨鉄筋コンクリート造、鉄筋コンクリート造、鉄骨造、軽量

鉄骨造）であること。
　・倉庫内を１０度以下に保つことができるもの。
　・建物の面積の５０パーセント以上が冷蔵倉庫用であること。
　・倉庫そのものに冷蔵機能を備えているもの。
　※　一般用の倉庫内にプレハブ方式の冷蔵庫、業務用冷蔵庫などを設置している

ものは、対象となりません。
◎お願い
　　該当する家屋を所有していると思われる方は、役場税務課固定資産税係まで連
絡ください。現況調査を行います。調査時には、冷蔵能力が分かる書類、図面な
どをご用意ください。
□連絡・問い合わせ先　税務課固定資産税係　�（４８）１１１１（内２１８）


